


































　調査地点の所在地は、徳島市蔵本町３丁目 18 番地の 15 で、本学蔵本キャンパスの北西部にあたる。
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　第２・４・６調査区の層序を第 34 ～ 36 図に示している。基本層序は１～ 16 層からなり、１～５・
14 ～ 16 層は第２調査区東壁（第 34 図）、６～ 13 層は第４調査区北壁（第 35 図）をもとに説明する。
14 ～ 16 層は６層以下に相当するが、６～ 13 層との対応関係は不明である。なお、現地表面は標高
3.0 ～ 3.1m であり、そこから、第１調査区では標高 2.7m 前後、第６調査区では標高 2.8m 前後まで
造成土が堆積する。
１層　淡黄色 2.5Y8/4 のシルトで、グライ化している。上面の標高は 2.7m、厚さ５～ 10 ㎝である。
近代の水田層と考えられる。
２層　灰白色 5Y7/1 のシルトで、グライ化している。上面の標高は 2.6m、厚さ 20 ㎝である。近世の
水田層と考えられる。
３層　明黄褐色 10YR7/6 の粘質土であり、第１調査区から第３調査区にて確認される。炭化物を少量
含む。上面の標高は 2.3 ～ 2.4m、厚さは 10 ㎝である。
４層　にぶい橙色 7.5YR6/4 の粘質土である。マンガンを含んでいる。上面の標高は 2.4 ～ 2.5m、厚
さ 10 ㎝である。既往の調査から、弥生時代Ⅰ－３・４様式～中世の土壌化層と判断される。
５層　黄橙色 10YR7/8 の粘質土である。本調査地点全体を覆っており、これまでの庄・蔵本遺跡の各
調査地点においても検出される。上面の標高は 2.4m、厚さは 10 ～ 20 ㎝である。第２調査区では
薄く堆積する。弥生時代Ⅰ－２〜３・４様式を中心とする洪水起源砂層である。
６層　灰褐色 7.5YR5/2 の粘質土である。上面の標高は 1.9m、厚さは 20 ㎝である。既往の調査では、
本層上面から弥生時代Ⅰ－１・２様式の遺構が検出されている。
７層　褐色 10YR4/4 の粘質土である。上面の標高は 1.6 ～ 1.7m、厚さは 20 ～ 30 ㎝である。
８層　にぶい赤褐色 5YR5/4 の粘質土である。上面の標高は 1.5m 程度、厚さは 15 ㎝前後である。
９層　緑灰色 10G5/1 の粘土である。上面の標高は 1.3 ～ 1.4m、厚さは 10 ㎝前後である。
10 層　暗青灰色 5G4/1 の粘土である。上面の標高は 1.2 ～ 1.3m、厚さは 20 ～ 30 ㎝である。
11 層　緑灰色 5G5/1 の粘土である。上面の標高は 1.0m 程度、厚さは 15 ㎝前後である。
12 層　緑黒色 5G2/1 の粘土である。上面の標高は 0.8 ～ 0.9m、厚さは 25 ㎝前後である。
13 層　灰白色 7.5Y7/1 の粘土である。上面の標高は 0.6 ～ 0.7m、厚さ 10cm 以上である。
14 層　青灰色 5BG6/1 の粘質土である。上面の標高は 2.3 ～ 2.4m、厚さ５～ 10cm である。
15 層　緑灰色 10G6/1 の粘質土である。上面の標高は 2.3m、厚さ 10cm である。
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最大幅 2.4m、底面の標高 1.15m で、検出面からの深さ 65 ㎝である。第４調査区北壁土層断面（第
35 図）では、埋土に粘質土層が４層確認される。遺物は出土していない。井戸１に切られる。
溝３　第３～５調査区に位置する。６層上面で検出され、検出面の標高は 1.9m である。残存長
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1.4 〜 5.0m、底面の標高は南西で 1.75m（第 35
図）、北東で 1.85m（第 39 図）で、検出面から
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　　14 ～ 22（第 43 図）は須恵器である。14・15 は杯蓋であり、14 は天井部と口縁部境界の稜は短い。
15の稜は丸みをおび、復元口径は14.6㎝である。16・17は杯身である。16は復元口径12.4㎝である。
口縁端部に段が形成されるが、鈍く不明瞭である。受け部は短い。胴部下半には回転ヘラケズリが
施されている。17 は杯身の口縁部であり、短く内傾し端部は丸い。14 ～ 16 は MT15 型式前後と考
える。18 は高杯の脚部と考えられる。端部は下方にのび、稜がみとめられる。透しが１か所確認
でき、その下端に波状文が施されている。19 は壺もしくは甕の口頸部である。復元口径 12.2 ㎝で
ある。口縁端部には強いナデが施され、頸部は強く屈曲する。口縁の外面に十字のヘラ記号が施さ
れている。20 は広口甕の口縁部である。復元口径は 21.1 ㎝で、口縁部は端部で屈曲し上にのびる。
21 は甕の頸部と考えらえる。復元頸部径は 18.5 ㎝である。22 は杯身の底部もしくは杯蓋の天井部
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４層に覆われる。検出面は標高 2.25m である。残存長 14.5m、幅 0.5 ～ 0.9m、底面の標高 1.75m で、
検出面からの深さ 50cm である。埋土は２層で、上層はにぶい黄褐色 10YR7/3 粘質土、下層は灰白
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は 2.2m である。掘方の約２分の１を検出した。平面形態は円形で、最大幅 2.1m である。検出面か
ら 1.75m ほど掘削しているが、湧水のためそれより下は掘削できなかった。埋土下層の f～ i層は
粘質土で、上層の a～ e層は砂質土である。遺構の切り合い関係をみると（第 35 図）、溝２→井戸
１→旧河道１の順で形成されたことがわかる。













2.1m である。平面形態は不整楕円形を呈し、長軸 2.0m、短軸 0.8m である。底面の標高 1.9m で、
検出面からの深さ 20cm である。埋土は単層で、暗灰黄色 2.5Y5/2 の粘質土である（第 47 図）。
　　埋土から土器片が３点出土しているが、図化できるものはない。
不明遺構２（第 41・47 図）　第３調査区の東部、不明遺構１の南に位置する。５層上面で検出され、
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ある。27 は瓦質土器の羽釜である。復元鍔部径は 29.4 ㎝である。内外面ともにロクロによる回転ナ
デがみられる。外面にはススが付着している。時期は幕末と考えられる。本遺跡第２次調査（体育館
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